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1 !ま  じ め に

リンゴの新しいわい性台木であるJMl, JM7は 、
わい化効果が高く,挿し木増殖性に優れ,果実品質が向
上するという利点を持つた台木である。そこでJMl,
JM7を利用し,成木時に結実部位2.5m以下を目標と
した低樹高・省力栽培を可能とするため,品種ごとに地
上部台木長とわい化程度,収量性,果実品質の検討を行
い,品種に適合した台木と地上部台木長についてまとめ
たのでここに報告する。

2試 験 方 法

(1)試験区の構成
1)供試品種  `さんさ',`つがる',

`ジ ョナゴール ド ,`ぶ じ'

供試台木  JMl, JM7
台木長

区  名
台木長

地上部長 地下部長

樹齢 5年生 (1997年春に 1年生苗を地上部台木
長を調節し植栽)

植栽距離 5× 25m(80本 /10a)
試験規模 樹卵

=4反
復

植栽土壌条件

洪積性火山灰埴壌土 (土壊肥沃度―上位 :有効土

層80cm以上,腐植に富む新植地)
調査項目

各品種の収穫時に収量を調査し,収穫全果につ
いて光センサー式選果機 (マ キ製作所製MCS 3000)

を使用して着色程度・内部品質を調査し,収穫盛
期に各区の代表10果について果実品質を調査した。

なお,樹体生育は落葉後12月 中旬に調査した。

3 試験結果及び考察

(1)わい化程度は,どの品種においてもJMlが JM
7よ りやや強い傾向であつた。
(2)地上部台木長によりわい化程度が異なり,長いほ
どわい化程度が強くなるが,その傾向はJMlで強
かった。

(3)`さ んさ'では, JMlは どの台木長においても
樹勢が弱く,収量、生産効率が悪かつた。JM7は ,

台木長が短いほど収量が高くなるが,樹容積当収量
と生産効率は,台木長20～ 30cmで高く,樹勢も適当

であつた。

(4)`つがる'では, JMlは JM7に比べ糖度,着
色度が高く果実品質が良いが,樹勢が弱めであり台
木長30～ 40cmでは収量性が劣つていた。 JM7は 樹
勢がやや強いが,糖度や着色度は台木長が長くなる
ほど高い傾向があり,台木長40cmでは果実品質が優
れ,収量性も高かつた。
(5)`ジ ョナゴール ド'では, JMlは JM7に比べ
果実品質が着色の面でやや劣るが,糖度や着色度は
台木長が長くなるほど高い傾向があり,台木長20～40

cnでは十分な着色程度を確保しており,樹勢も適当
であつた。 JM7は精度,着色度が JMlに優 り,
収量性も良いが,樹勢がやや強かつた。
(6)`ぶ じ'では, JMlは台木長が長いほど生育が
抑制され,収量も低くなる傾向が見られるが,精度
や着色度は台木長が長くなるほど高い傾向があつた。

台木長30cmは,強樹勢の台木長10～ 20cnに比べ収量
はやや低いが,樹勢が適当で果実品質も良かつた。
JM7は,台木長による明確な生育の傾向は見られ
ず,収量性,果実品質は優れるものの,樹勢が強い
傾向が見られた。

4 ま と め

以上の結果から,肥沃土壌において,中密植 (80本/
10a,植栽距離 :5× 25m)で結実部位が25m以下を
目標とした場合に適する台木と地上部台木長は以下の通

りであると考えられた。

【凡例】 ○ :良  △ :やや良  ▲ :不良
+:強樹勢  ― :弱樹勢

本試験は肥沃な新植土壌での結果であり,改植園や肥
沃度が低い土壌では,やや強めの生育を示す台木の組み
合わせを選択する必要がある。また,植栽距離を5× 2
5m以下の密植にする場合や一層の低樹高化を図るため
には,やや弱めの生育を示す台木の種類,台木長の組み
合わせを選択する必要がある。

以上のように品種に適合した台木と地上部台木長につ

いてまとめ,13年度研究成果として普及に移した。
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さんさ   ●●tる  角ナコLルド  ふじ

」Mlの地上部台木長と樹容積の関係 (2000) 図 2
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Jl17の 地上部台木長と樹容積の関係 (2000)

関係 (2000) 図 4 JM7の 地上部台木長 と 1樹当収量の関係 (2000)
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図 1
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図 3 JMlの 地上部台木長 と 1樹当収量の
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図 5 ■ 1の地上部台木長 と糖度 (非破壊分析)の関係
(2000)
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図 7 」Mlの地上部台木長と着色度 (非破壊分析)
の関係 (2000)
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JM7の 地上部台木長と精度 (非破壊分析)の関係

(2000)
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」M7の地上部台木長と着色度 (非破壊分析)
の関係 (2000)
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